
　
平
成
28
年
度
に
日
本
遺
産
の
認
定
を
受
け
た
大
山
山
麓
４
市
町(

大
山
町
・
伯
耆
町
・
江
府
町
・
米
子
市)

の

文
化
財
か
ら
構
成
さ
れ
る
ス
ト
ー
リ
ー
「
地
蔵
信
仰
が
育
ん
だ
日
本
最
大
の
大
山
牛
馬
市
」
が
認
定
継
続
の
可

否
に
係
る
審
査
を
受
け
、
7
月
29
日
（
金
）
に
認
定
継
続
と
な
り
ま
し
た
。

　
日
本
遺
産
は
地
域
の
歴
史
的
魅
力
や
特
色
を
通
じ
て
日
本
の
文
化
・
伝
統
を
語
る
ス
ト
ー
リ
ー
に
対
し
文
化

庁
が
認
定
す
る
も
の
で
す
。
今
回
は
認
定
か
ら
６
年
が
経
過
し
た
こ
と
を
受
け
て
、
認
定
後
６
年
間
の
取
り
組

み
の
評
価
と
今
後
３
年
間
の
日
本
遺
産
活
用
に
関
す
る
計
画
が
審
査
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
遺
産
を
通
じ
た
地
域

活
性
化
、
観
光
の
振
興
を
図
る
土
台
の
整
備
及
び
こ
れ
に
必
要
な
取
組
み
が
実
施
で
き
て
い
る
こ
と
、
構
成
４

市
町
村
の
基
本
的
な
連
携
が
図
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
評
価
さ
れ
、
認
定
が
継
続
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

■
抗
菌
ス
プ
レ
ー
の
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た

　
こ
の
た
び
、
株
式
会
社
ダ
イ
ナ
ム
様
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に

役
立
て
て
ほ
し
い
と
光
触
媒
抗
菌
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
ス
プ
レ
ー
６
本
を
ご
寄
附
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
贈
呈
式
が
教
育
長
室
で
８
月
９
日
（
火
）
に
行

わ
れ
、
同
社 

ダ
イ
ナ
ム
安
来
店 

ス
ト
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
・
立
原
和
行
様
か
ら
箕
浦
昭
彦
教
育
長
に
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
ご
寄
附
い
た
だ
い
た
ス
プ
レ
ー
は
、
物
品
に
吹
き

か
け
る
こ
と
で
表
面
が
抗
菌
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
さ
れ
、

成
分
が
光
に
反
応
し
て
様
々
な
菌
や
ウ
イ
ル
ス
を
分

解
・
無
害
化
す
る
効
果
の
あ
る
も
の
で
、
ス
ク
ー
ル

バ
ス
の
イ
ス
、手
す
り
等
に
塗
布
し
、感
染
対
策
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

■
ハ
ン
ド
ソ
ー
プ
の
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た

　
株
式
会
社
ツ
ル
ハ
グ
ル
ー
プ
ド
ラ
ッ
グ
＆
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
西
日
本
様
か
ら
、
鳥
取
県

教
育
委
員
会
へ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
ハ
ン
ド

ソ
ー
プ
の
ご
寄
附
の
お
申
し
出
を
い
た
だ
き
、本
町
に
８
月
17
日
（
水
）、ハ
ン
ド
ソ
ー

プ
2
4
0
本
を
ご
寄
附
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
教
育
長
室
で
８
月
17
日
（
水
）、
箕
浦
昭
彦
教
育

長
に
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
ご
寄
附
い
た
だ
い
た
ハ
ン
ド
ソ
ー
プ
は
、
町
内
の

各
小
中
学
校
へ
配
布
し
、
児
童
生
徒
の
感
染
対
策
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

大
山
山
麓
の
文
化
を
世
界
へ
発
信

　
～「
地
蔵
信
仰
が
育
ん
だ
日
本
最
大
の
大
山
牛
馬
市
」日
本
遺
産 

認
定
継
続
～

寄
附
の
お
礼

皆
様
方
の
温
か
い
ご
支
援
・
ご
寄
附
に
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

●ストーリーの概要
　大山の山頂に現れた万物を救う地蔵
菩薩への信仰は、平安時代末以降、牛
馬のご加護を願う人々を大山寺に集め
た。江戸時代には、全国唯一の「大山
牛馬市」が盛隆を極め、明治時代には
日本最大の牛馬市へと発展した。
　参詣者や牛馬の往来で賑わった大山
道沿いには、今も往時を偲ぶ町並み、
農村景観、食文化、行事、風習が残さ
れている。また、人々が日々「大山さ
んのおかげ」と感謝の念を捧げながら
大山を仰ぎ見る暮らしが息づいている。

●地蔵滝の泉と地蔵滝地蔵
　（ストーリーの構成文化財のひとつ）
　地蔵滝の泉は、古くから大山寺をめ
ざす人々や牛馬が立ち寄り、喉を潤す
憩いの場として知られた名水「利

り

生
しょう

水
すい

」。その隣のお地蔵さまは、人々や
牛馬の道中の安全を願って建てられた。

ご寄附いただいたハンドソープ 株式会社ダイナム様（写真右）
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